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❶真実かどうか ❷みんなに公平か ❸好意と友情を深めるか ❹みんなのためになるかどうか
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皆様こんにちは。第16回例会に、ご出席頂きありがとうございます。
先日より急に寒くなりました。本日は立冬です。先ほど気象庁より近畿地方で「木枯らし1号」が吹いた
と発表がありました。ちなみに木枯らし1号は近畿地方と東京方面だけでしか発表しないようです。沖縄や
北海道、九州、四国では呼ばないらしく、「木枯らし1号吹く中、札幌でラーメンをすする。」と言うことは
ないようです。これと同じように春先に吹く強風を「春一番」といいます。木枯らしは「1号」なのに、春
はなぜ「一番」なんやろ？漢字と算用数字も違うしって思い、調べてみますと、春一番は漁師が春先の強風
を「はるいち」とか「はるいちばん」と呼んでいたのを気象庁が漢字で「春一番」と呼ぶようになったためで、「木

枯らし1号」については、台風のように最初のものを1号と呼ぶようになったため算用数字の1号になったそうです。春一番の
発表も東京地方、近畿地方のみだそうです。
さて今月はロータリー財団の月間です。和歌山東ロータリークラブは会費の中から全員徴収で寄附を行っております。皆様
も知らぬうちに、財団に寄付をしており、我がクラブは寄付金額が地区では毎年上位です。ちなみに去年の国際ロータリー
2640地区大会において「ロータリー財団年次寄付優秀クラブ」として表彰をされています。
先日、その財団から、今年度は国際奉仕委員会樫畑委員長担当事業である、「国際交流センターへの書籍の寄付」を行う費
用の助成申請が認められ先週、ロータリー財団委員会から当クラブに約20万円の振り込みがありました。
毎年、東ロータリーは表彰されるほど寄付しているのだから、何かいい事業をして、財団から少しでも助成していただく事
は、我々理事は「寄付した分、取り返すぞ！」という意気込みで、事業を考えますが、これは取り返しているのではなく、ロー
タリー本来の姿であり、いい心がけだと毎年感心しています。
また今週の月曜日、文化の日に、恒例のこばと学園ミカン狩りを行いました。こばと学園からは生徒15人、職員5人、東ロー
タリーからは28人の合計48人で矢田農園様をお借りしました。当日は快晴で気温も高く、11月と思えない暑さで、八幡会員
が滝のような汗をかいていました。過去にもあったのですが、今年はイノシシの被害で山のミカンは、ほとんど全滅していま
したが、別の小さい畑でミカン狩りを行い、その後バーベキュー、じゃんけん大会と例年のごとく、盛大な盛り上がりの中、
生徒さんたちに喜んでいただきました。
参加・ご協力いただいた、会員の皆様ありがとうございました。
以上会長報告です。本日もよろしくお願いします。

会 長 報 告� 片岡　聖佳  会長

◦2024年11月のロータリーレートは、1ドル153円となります。
◦国際ロータリー第2640地区ガバナー月信11月号が届いております。� ���������������回覧

幹 事 報 告 � 栗本　信行  幹事

◦本日皆様にクリスマス家族会の案内をお配りしています。締め切りが来週の水曜日となっておりますが、これは予算作成のために
大方の人数が必要となります。増減は引き続きお受けしますのでご協力下さいますようよろしくお願いいたします。

委 員 会 報 告 � 親睦委員会　上中  崇司  委員長

卓話「資源循環のループを構築し、地域とともに歩む！」� 当クラブ会員　吉村  享  さん

私がこの伝統ある和歌山東ロータリーに
入会させていただいてからはや3年目になり
ますがついにこのときがやってまいりました。
あまり人前で話すことが得意ではないので、
拙い説明になると思いますがどうぞよろしく
お願いいたします。

【自己紹介】
氏名・吉村  享　生年月日・昭和47年4月4日生まれ52歳。

4人兄弟で姉2人と3つ上の兄（現ヴァイオス社長）小学校は硬
式野球。中学校はバレーボール部。和歌山東高校卒業後は3
年間建設会社で働きいい経験を積ませてもらった。苦労したが
この経験が今後の糧になった。その後は現場で迷うことがなく
なった。3年後、父に戻ってこい。と呼び戻され稼業のヴァイオ
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出席報告 会員数 56名（内出席規定適用免除会員8名）
加納　研次　出席委員長 11月7日（本日） 37名/51名 72.5% 皆さん、出席してください。

■卓話「和歌山の海をいかす」�
� SEAGARDEN DIVING SCHOOL　代表　小浦　修さん

次回の例会� 11月21日（木）

■クラブフォーラム「ロータリー財団」�
�
■卓話「ロータリー財団月間について」�
国際ロータリー第2640地区ロータリー財団委員会
� 委員長　谷　宗光さん
�
■ピアノ演奏� 中井　利枝さん
子もり歌と夢の国（キャサリン・ロリン）
ときめき（キャサリン・ロリン）

本日の例会� 11月14日（木）

■卓話「資源循環のループを構築し、地域とともに歩む！」�
� 当クラブ会員　吉村　享さん

■ロータリーソング� 加納　研次　ソング委員長
「君が代」
「奉仕の理想」

■ビジター報告� 鈴木　裕介　親睦委員
海南東R.C.　花畑　重靖さん
和歌山R.C.　木綿　紀文さん

前回の例会� 11月7日（木）

11月11日（月）和歌山北R.C.� 島　公造
メーキャップ� （敬称略）

木綿　紀文さん（和歌山R.C.）
	 本日、メイキャップさせて頂きます。
瀧川　嘉彦さん	 吉村さん卓話楽しみです。
樫畑　友洋さん	 吉村くん卓話がんばって下さい。
赤井　雅哉さん	 吉村さん卓話楽しみにしてます。
乾　　敦雄さん	 吉村さん卓話楽しみです。
佐藤　義記さん	 吉村君卓話がんばって下さい。途中

退席すみません。
竹村　克治さん	 トヲルくん、卓話がんばれよ！
木下　智仁さん	 吉村さん本日はよろしくお願いいたし

ます。
加納　研次さん	 吉村さん、本日の卓話よろしくお願い

いたします。
奥村　申二さん	 吉村君、卓話楽しみにしてます。
藤村　孝義さん	 吉村さん卓話がんばってください。
北浦　康臣さん	 吉村さん本日卓話宜しくお願いします。
細川　竜二さん	 先日初孫が生まれました。

角野　寛典さん	 本日よろしくお願い致します。
釣谷　泰介さん	 吉村さん卓話頑張って下さい！
八幡　浩充さん	 吉村くん、本日卓話宜しくお願い致し

ます。
山中　　斉さん	 吉村さん卓話楽しみです！
田中　秀和さん	 とおる君がんばって！
竹中　俊行さん	 吉村さん本日卓話よろしくお願いします。
崎山　　稔さん	 吉村さん本日はよろしくお願いいたし

ます。
鈴木　裕介さん	 吉村さん今日は卓話楽しみにしています。
片岡　聖佳さん	 海南東ロータリークラブ花畑様、和歌

山ロータリークラブ木綿様、本日はあ
りがとうございます。

栗本　信行さん	 吉村さん本日の卓話楽しみにしています。
	 第16回例会よろしく御願い致します。
枡岡　一樹さん	 吉村さん、本日は卓話よろしくお願い

します。

本日の累計…30,000円（計24名24件）　〔お誕生日お祝…120,000円　奥様花お礼…65,000円　皆出席表彰…15,000円　その他…656,000円　累計…856,000円〕

にこにこ箱にこにこ箱 ありがとうございました

スへ戻ることに。ヴァイオスに入ってみると仕事が暇だったので
営業に1,000件以も一回るも一向に仕事がとれず思い悩む時期
もあったが、これも今では良い経験になり。仕事をいただける
ありがたみや感謝の思いをもつことができた。次に取り掛かっ
たのは処分業の許可取得。（26歳～31歳）約5年間かかった。

【事業案内】
所在地：本社と桃山リサイクルセンター、管理部：浄化槽維

持管理。工務部：下水道管路、河川、水路の浚渫、老朽化し
た管路を補修する管厚生（小中口径・大口径・部分補修）グ
リストラップ清掃、工場：処理・リサイクル。新事業推進課：
メタン発酵。関連会社：（有）吉村環境、（株）農業生産法人
ヨシムラファーム。和歌山県の下水道の現状：和歌山県全体
で27.8％と全国ワースト2、和歌山市でも39.6％と低い。ヴァ

イオスの転機：ロンドン条約の海洋投棄禁止に伴い、海洋投棄
業者から依頼を受け陸上処理施設を増設する。有機性汚泥処理

（100t/日）が可能になり焼却も埋立もしない完全リサイクル
を実現。リサイクルされた有機肥料ばいおこんぽを活かした農
業生産法人ヨシムラファームで、にんにくとあらかわの桃を栽培
を行い昨年4町～今期は8.8町に拡大。1町あたり10万個採れ
るので88万個のにんにくができる予定。機械式農業で拡大路
線を行く。近年お困りの遊休農地を積極的に引受け再生させる。
和歌山市のモデル事業（汚泥処理プロジェクト）でも見学会を
実施。私たちはSDGsに関係なく環境と農業に尽力する。自社
の業務自体がSDGsであり「やるべきこと」と「できること」を
実践。これからも経営理念でもある「資源循環のループを構築し、
地域と共に歩んでいきます」ご清聴ありがとうございました。


